
 

【資料 1】学級経営プロジェクトプラン 

 

 

【資料 1】学年経営プロジェクトプラン 

５年２組 学級経営プロジェクトプラン（心の泉） 

  ４月   ５月   ６月   ７月   ８月   ９月   10 月   11 月   12 月   １月   ２月   ３月 

目標も持ち、みんなで助け合いながら努力し続けることができる 

           

      

・学級目標と個人目標 

・集団としての意識 

・協力・感謝・努力 

（団結力を高める） 

礼儀 

・挨拶（あいさつレベル意識） 

・言葉遣い（場に応じて）・返事 

 

掃除 

・黙働清掃の徹底（反省会） 

・教室や学校をきれいにしよ

うとする意識を持つ 

・手の挙げ方（姿勢） 

・発表の仕方（考えの根拠を持つ） 

     （自分の考えを持つ） 

・ノートの取り方  

 

思いやり 

生活規律 

行事 校内なわとび大会 大貫海浜学園 

・教え合い 

・話し合い（自分の考えと比べることができる） 

・課題は子どもたちに考えさせる（問題意識） 

 

・話し合い（考えを比べ、深めることができる） 

・自ら進んで学ぼうとし、教え合いができる 
学習規律 

・みんなで決まりを

守る 

・場に応じた言葉遣

いや行動ができる 

のびのびタイム 

自分たちで遊びを考え、

工夫する 

・６年生に感謝の気持ち

を持ち、伝える 

・最上級生になるという

自覚を持ち、来年度を視

野にいれる 

・新しい学級で自分の居場所

を作る（所属感） 

・自分から声をかける勇気 

・助け合いの気持ち 

・学級会での話し合い 

１学期：高学年としての自覚を持ち、自分のことだ

けでなく周りのことを考えて行動する。学期だけで

なく１年間の目標を持てるようにする。目標につい

ては１ヵ月ごとに振り返りの時間を設ける。そして、

目標を達成するために必要なことを考える。 

２学期：自分にあった課題を考え、自ら進んで学ぼ

うとする意識を持たせる。そのために、振り返りを

大切にし、少しでも成長を感じることができるよう

にする。学級だけでなく、学年・学校のことを考え

た行動をする。学級会での話し合いを充実させる。 

３学期：１年間を振り返り、改めて、目標を意識し

最後までしっかり努力できるようにする。友達のこ

とを理解し、助け合うことを大切にする。 

６年生が気持ちよく卒業できるように準備をする。

６年生の行動をよく見て、来年度を視野に入れる。 

6 年生を送る会・卒業式 

委員会 

学校のために自分ができることを考え、自分の仕事に

責任を持つ 

クラブ 

他学年の児童と協力し合って楽しいクラブ活動にする 

係活動 

・自分の仕事に責任を持つ 

・必要な係を考えていく 

１年生を迎える会 春季大運動会 

 

校内音楽会・持久走大会 

 



 

【資料 1】学年経営プロジェクトプラン 

 

 

【資料２】カリキュラムマネジメントの工夫 

  

平成２８年度 日課表・週課表 等について       平成２８年 ４月 １日(金) 川口市立前川小／教務 

 
《日課表》                     

《朝タイム》               《チャレンジタイム》am8:30～8:40 

  月曜日  水曜日  金曜日 

 ◆学力向上……基礎基本ﾌﾟﾘﾝﾄ学習 等 

 ◆徳力向上……道徳資料の読み込み 等 

                          ◆学級力向上…話し合い，学級集団作り 

《各学年･各曜日／授業コマ割り》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《週課表》～原則～ 

放 
課 
後
の
会
議
等 

月 火 水 木 金 

pm3:30～ 

研修会 

職員会議 
（企画･倫理委） 

pm4:20～ 
部会日 
◇教科･教科外 

◇各種委員会 

◇生徒指導部会 

◇学校運営三部会 等 

pm4:20～ 
研修日 
◇研究推進委員会 

◇全体研修会 

◇研究三部会 等 

pm4:20～ 
職員集会 
 
第１週：児童委員会 
第２･４週：クラブ 
～原則として～ 

pm4:20～ 
学年会 

 

《のびのびタイム》 原則：毎週 木曜日 pm1:15～1:50（清掃無しロング昼休み／35 分間）  ◆授業参観・懇談会 等で「そうじが必要」な日は、無し(延期)とする。 

      ※学級力調査からでた学級課題解決のための時間とする                ◆今後、年間を通しての予定を計画立案していく。【担当：体育部・特活部】 

 平常日課 特別日課 備 考 

チャレンジＴ・読書 8:30～ 8:40  
毎週火 8:30～8:40 
講話朝会･児童集会 
音楽朝会･体育朝会 

音読朝会 健康観察  8:40～ 8:50 8:30～ 8:40 

１校時  8:50～ 9:35  8:40～ 9:25  

５分休み  9:35～ 9:40  9:25～ 9:30  

２校時 9:40～10:25 9:30～10:15  

業間休み 10:25～10:45 10:15～10:30 【平 20分・特 15分】 

３校時 10:45～11:30 10:30～11:15  

５分休み 11:30～11:35 11:15～11:20  

４校時 11:35～12:20 11:20～12:05 
給食の無い期間 

☛１２：２０下校 

給食 12:20～ 1:15 12:05～ 1:00  

清掃 1:15～ 1:30 1:00～ 1:15 木☛のびのびﾀｲﾑ 1:15～ 

昼休み 1:30～ 1:50 1:15～ 1:35 【平･特とも 20分間】 

５校時 1:50～ 2:35 1:35～ 2:20  

５分休み 2:35～ 2:40 2:20～ 2:25 委員会・クラブ活動 

木☛2:50～ 3:35 ６校時 2:40～ 3:25 2:25～ 3:10 

《集団下校のおよその時刻》 

４時間授業 ２：１０ １２：２０   

５時間授業 ３：１０ ２：４０ 
月１～６年☛３：００ 

木１～３年☛２：４５ 

６時間授業 ３：５０ ３：３０ 
委員会・クラブの日も 

木４～６年☛３：５０ 

月 火 水 木 金 

ﾁｬﾚﾝｼﾞＴ学 朝会・集会 ﾁｬﾚﾝｼﾞＴ徳 朝読書 ﾁｬﾚﾝｼﾞＴ学級 

 月 火 水 木 金 

1 １ ６ 11 16 21 

2 ２ ７ 12 17 22 

3 ３ ８ 13 18 23 

4 ４ ９ 14 19 24 

5 ５ 10 15 20 25 

6      

１学年(週 25ｈ) 

 月 火 水 木 金 

1 １ ６ 11 17 22 

2 ２ ７ 12 18 23 

3 ３ ８ 13 19 24 

4 ４ ９ 14 20 25 

5 ５ 10 15 21 26 

6   16   

２学年(週 26ｈ) 

 月 火 水 木 金 

1 １ ６ 12 18 23 

2 ２ ７ 13 19 24 

3 ３ ８ 14 20 25 

4 ４ ９ 15 21 26 

5 ５ 10 16 22 27 

6  11 17   

３学年(週 27ｈ) 

 月 火 水 木 金 

1 １ ６ 12 18 23 

2 ２ ７ 13 19 24 

3 ３ ８ 14 20 25 

4 ４ ９ 15 21 26 

5 ５ 10 16 22 27 

6  11 17 クラブ 28 

４学年(週 28ｈ) 

 月 火 水 木 金 

1 １ ６ 12 18 23 

2 ２ ７ 13 19 24 

3 ３ ８ 14 20 25 

4 ４ ９ 15 21 26 

5 ５ 10 16 22 27 

6  11 17 
委員会  

クラブ  
28 

５・６学年(週28ｈ) 

クラブ無しの週は、
研修会・部会等の
時間として活用。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【資料３】 児童の問題意識を中心とする学習過程の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



段落 学習活動 児童の活動（○） 指導上の留意点（◎）評価（☆） 

導入 

５分 

 

 

展 開

35 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末 

５分 

１これまでの話か

ら、主人公の葛藤

状況を確認する。 

 

２学習問題を確認

し、話し合いを進

める。 

 前時の授業で行

った判断の理由

を掲示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．自分の最終判断

をまとめる。 

 

 

 

４．先生の話を聞

く。 

○ぼくはどういったことで悩むのか。 

○資料の確認。 

 

 

○話し合いの６つのルールの確認をする。 

○授業の風景を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 意見の根拠を伝える中から、互いの意見でも納

得できる部分をクラス全体で共有していく。 

 

 

 

 

 

○話し合いを終わらせ、これまでの自分の考えをワ

ークシートにまとめる。 

○意見に変容があった児童をピックアップし、発表 

させる。 

 

○資料の続きを読み、自分の考えと照らし合わせな

がら、価値について考える。 

◎前時に配布した資料をもとに、

前時に練った自分の考えを再確

認させる。 

 

◎みんなの判断や意見も押さえ

る。 

◎発言にはそれぞれ理由を述べる

ように促す。また、他の児童の

意見を聞く際には、理由に着目

させる 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 児童の考えを促進させるため

に、適宜自力解決・ペアでの

話し合いの時間 

を作って進めていく。 

 

 

 

☆ 思いやりについて多面的・多

角的に考え、討論を通して意

思決定できる道徳的な判断力

を高めることができる。 

【資料４】ア 行動の善し悪しを考える指導案例 

（「心と心のあく手」（みんなのどうとく ４年、学研）を資料とした指導案例） 

  

学習問題 

「ぼく」は、どうするべきか。 

A 声をかける 

・ 体力がないから。 

・ 倒れる前に助ける 

・ 手を貸した方が親切だ。 

B 声をかけない 

・ お母さんに言われたから。 

・ おばあちゃんは努力しているから 

・ 声を掛けるとおばあちゃんのじゃまになる。 

「討論する」視点 

 

最終問題 -ぼくの行動をふりかえって- 

「ぼくがしたことは正しかったのか？」 

「ほかに方法はないのか？」 



本時の学習 

（１）ねらい 

   思いやりや親切について議論することを通して、自分の考えを深め、相手に思いや

りの気持ちをもち、進んで親切にしようとする道徳性を育てる。 

（２）展開 

【資料４】イ テーマを追求する指導案例 

（「どうする、ひとみ」（自作資料）を資料とした指導案例） 

 

 

段落 

（時間） 
学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点（◎）評価（☆） 

導入 

５分 

 

 

 

 

 

展開 

35 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末 

５分 

１、条件・情況を確認する。 

 

 

 

２、テーマを確認し、話し合

いを進める。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３、役割演技をしてどのよう

に行動したらいいのかを

考える。  

 

 

 

 

４、本当の思いやりとは何か

話し合う。 

 

 

５、本時のまとめをする。 

・福祉センターで転んでいるおばあさんを見た。 

・おばあさんは歩く練習をしている。 

・ひとみは、おばあさんを助ける方がいいのか迷っ

ている。 

 

 

 

・足を強打していたら自力では立ち上がれないから

立ちあがらせてほしい。 

・せっかくリハビリをしているのだから、自分で立

ち上がりたい。 

・助ける。 

・おばあさんに声をかけて、起こす。 

・「大丈夫。」とおばあさんが言ったら手伝わない。 

・見守ることが大切。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・相手にやさしくすること。 

・相手が何をしてほしいのか考え行動すること。 

・自分の考えをワークシートに書く。 

◎前時に配布した資料をもとに、前時

に練った自分の考えを再確認させ

る。 

 

 

 

 

◎おばあさんの状況によって、ひとみ

の考えが変わることをとらえさせ

る。 

 

◎二人それぞれの立場から多角的に

考えさせる。 

◎グループでの話し合いをさせ、考え

を深める。 

 

◎ 学校応援団・地域の方におばあさ

ん役をしていただき、児童にひと

み役をさせ、その時、どう対応し

たらいいのかを考えさせる。 

 

 

☆ 思いやりについて多面的・多角的

に考え、道徳的な判断力を高める

ことができる。 

学習問題：本当の思いやりとは何だろう。 

問１ 

おばあさんは、立ちあが

らせてほしいのか。 

 

問２ 

 ひとみはどうしたらい

いのだろう。 

 

テーマ：本当の思いやりとは何だろう。 

Ａ おばあさんが助けてほしい時 

・「大丈夫ですか。」と声をかけ、起こ

してあげる。 

 

Ｂ おばあさんが「一人で大丈夫。」

と言っていた時 

・「がんばって。」と言って、見守る。 



 本時の学習 

 （１）ねらい 

    ・自分の郷土（国）を愛する心を養い、大切にしていこうとする態度をもつ。 

    ・議論することを通して児童が考える時間を設けるとともに考えを深めることが

できる。 

 （２）展開 

段

落 
学習活動・主な発問 予想される児童の反応 ・指導上の留意点 ☆評価 

導

入 

５

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

３

５

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

５

分 

１．資料の確認をし、前時に

どのような疑問点や共感

点があったかを掲示する。 

２．資料の登場人物、条件・

情況について確認する。 

３．【問１】自分が藩士なら

お米をもらわないことに

納得できるか。 

４．話し合いを進める。 

【問２】 

 

 

 

 

 

【問３】 

 

 

 

 

 

 

５．【問１】をもう一度 

自分が藩士ならお米を

もらわないことに納得で

きるか。 

【学習問題】 

 

 

 

 

６．本時のテーマを掲示す

る。 

 

 

 

７．先生の話を聞く。 

・自分と同じ意見だ。 

・みんなの意見が参考になる。 

【納得できる】 

・藩のこれからのことを考えて。 

・虎三郎を信じて。 

【納得できない】 

・今が苦しいから。 

・みんなお米が食べたいから。 

 

 

・学校を建てて人を育てたいから。 

・長岡藩をよみがえらせるため。 

・これからのことを考えると、今我慢す

るべきだから。 

 

 

・家族を守りたいから。 

・しっかりした人がたくさんいればあら

そいごとが起こらないから。 

・賢い人を育てた方がいいから。 

・学校を建てると人物が養成されるか

ら。 

 

 

 

 

 

 

・長岡藩をよみがえらせる 

・人物を養成する 

・よりよい日本をつくる 

◎本時のねらいとする価値につ

いて考えさせ、意識付けとなるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

◎発言にはそれぞれ理由を述べ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎今後の自分の行動について考

えさせる。 

☆集団生活を快適に過ごしてい

くためにはきまりが必要であ

ることに気づかせ、価値を高め

ることができた。 

【資料４】ウ 解決方法や対応を考える指導案例 

（「米百俵」（私たちの道徳 小学校５・６年、文部科学省）を資料とした指導案例） 

学習問題 虎三郎と藩士の共通の願いは何だろう。 

問題 どうして、虎三

郎はお米を配らなか

ったのか。 

テーマ 郷土を愛するとは。 

問題 どうして藩士

は、学校を建てると

いう虎三郎の考え

に納得できたのか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料５】授業開発部 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料５】授業開発部 

  



 

【資料５】授業開発部 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料６】人間関係育成部 

  



 

【資料７】学級力向上部 

  



 

【資料７】学級力アンケートの結果 

 

【資料８】学校行事と関連付けた体系的な道徳教育（例：運動会） 

  

 

 

 

 

 

 

４年１組運動会 

学級運営計画  

資料名「心をつなぐ音色」  

 【１－（２）不とう不屈・希望・

勇気】 

   

運動会テーマ 

「思いやりと感謝の気持ちをもって、協力して学び合い、鍛え合い、支え

合う前川っ子」 

」 

☆夢に立ち向かい、くじけそうなときに、自分を奮い立たせる心情、勇気や希望を持つこと。 

 

クラステーマ 

「 きまりやルールを守って 

楽しい運動会にしよう 」 

         道徳との関連項目  ３ －（ １ ） 

学び合い 

き

た

え

合

い 

支え合い 

具体的な方策：                          

・健康や安全に気をつけて練習した

り競技に臨むことができるように

指導する。        

具体的な方策：                          

・学年という集団の中で、しっかり話を聞き

行動できる態度を育てる。                        

                          

                          

                          

                          

具体的な方策：                          

・友だちを応援する中で、相手のことを思いやる温かい気持ちを育てる。                          

・学年での活動を通して、1 つのことを協力して一緒に成し遂げようとする気持ち 

 を育てる。                          

                          

                          

                          
テーマ設定の理由：  本クラスの児童の中には、みんなで遊んでいる時に自分が勝ちたいという思いが先に立ち、ゲ

ームのルールを守らない子がいる。運動会競技や応援の仕方など、ルールや約束を守らなければいけない場面がたくさ

んある。それらを守った上で、全力を出して競い合い楽しい運動会ができるようにする。また、同様に生活の中でも学

校や学級でのきまりを守ることができるように指導していきたい。                                        

                                                    

                                                    

                                                    

具体的な方策：                          

・粘り強くあきらめずに取り組み、

より美しく、より速くを目指して

取り組む態度を育てる。        



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料８】他教科と関連付けた体系的な道徳教育（例：音楽） 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料９】価値分析表 

  



 

【資料９】心の泉 

 

 


